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令和７年３月３１日  

校長  山寺 佳幸  

 

令和６年度 東京都立東高等学校  学校経営報告  

 

１ 今年度の取組目標等に関する自己評価  

（１）学習指導  

授業を学習指導の根幹とし、生徒・教職員が一体となった授業を展開しながら、教科

間連携を充実させ「確かな学力」を育成する「知の統合」へとつなげることを目標に掲

げ、日々の授業を展開することができた。  

①授業を学力伸張の第一の場とした、生徒と教員が協働した授業は概ね展開できた。  

②授業においては、双方向的な対話による学びの場面が増えてきてはいるが、学年、ク

ラス、教科によって一方通行的授業が一部残っている。  

③観点別評価が２年目となったこともあり、指導と評価の一体化は進んだ。今後は、よ

り効果的な評価事例を多く収集し活用していくことが必要である。  

④研究授業は若手を中心に計画的に実施し、多くの教員が研修に参加した。今後は、模

範授業等の導入や、日常的な相互授業参観を活性化したい。  

⑤教科別には教科内での授業力向上に向けた取り組み (相互授業参観 )は行ったが、授業

力や学力向上をテーマとした教科主任会の開催までには至らなかった。  

⑥自主的学習の習慣化については以下のとおりである。  

 【目標】１学年：６０分以上、２学年：８０分以上、３学年：１８０分以上  

 【成果】１学年：６０分、２学年：８０分、３学年：１８０分  

 生徒・教員ともに「自主的学習」の意味・意義を理解し、「すきま時間の活用」など積

極的に取り入れ、習慣化につなげることが、今後取り組むべき継続的な課題である。  

⑦「生徒による授業評価」を実施した。授業満足度については以下のとおりである。  

【目標】生徒の授業満足度（各教科）  ８０％以上  

【成果】生徒の授業満足度（各教科）  ７９％  

⑧オンライン学習への対応準備はできた。段階的に「一人一台端末」が進んでいく中で、

デジタル教材の効果的活用を促進する。  

 

（２）進路指導  

自己の在り方生き方を考え、主体的に進路を選択できるようにし、生徒一人一人の進

路希望を実現させる。そのため、全ての生徒の意識を「行ける大学に進学する」から脱

却させ「行きたい大学に進学する」に高める。  

【目標】 進路決定率 ９０％以上  

【成果】 進路決定率 ９０％強  

①教科担任・学年・部活動顧問等で情報を共有し、進路実現を支援する。模試分析会や

個別ケース会議等で生徒情報を共有し、生徒の課題に応じた指導を行う。  

【目標】国公立大学及び難関私立大学（早慶上理）現役合格者数  ５人以上  
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私立大学（ＧＭＡＲＣＨ）現役合格者数  ３５人以上  

私立大学（日東駒専）現役合格者数  １００人以上  

四年制大学現役進路率  ７５％以上  

【成果】  

模試分析会：１・２学年  8/30(金 )10:00  12/19(木 )16:00 

       ３学年   6/27(木 )16:00 ※Compass 研修会兼ねる  

8/30(金 )10:00  11/21(木 )16:00 

国公立大学及び難関私立大学（早慶上理）現役合格者数  １人  

私立大学（ＧＭＡＲＣＨ）現役合格者数  ３１人  

私立大学（日東駒専）現役合格者数  １４４人  

四年制大学現役進路率  ８６．６％  

【課題】模試分析会等で教員が情報を共有し、個々の生徒の課題に応じた指導を行う。  

  また、総合的な探究の時間については一層の充実が課題である。  

②学年集会等、集団となる場を効果的に活用し、高い志望をあきらめさせない指導を継

続する。  

【成果】  

１・２学年：7/17(水 ) 12/20(金 )進路ガイダンス 3/10(月 )卒業生ガイダンス  

３学年：  4/20(土 )保護者会 5/24(金 )・9/2(月 )指定校ガイダンス  

       7/17(水 )進路ガイダンス  

【課題】私立大学の併願推薦等、受験環境が年々変化しているため、外部人材を活用

した進路ガイダンスや講話を実施し、適切な時期に適切な指導を行っていく。  

 

③個別面談においては、実施前に各学年が生徒情報を共有し、意図的計画的で丁寧に実

施する。  

④各教科は、長期休業日等に進路実現に向けた講習を、組織的に計画して実施する。  

【目標】 夏期講習 ８０講座・４００時間以上  

【成果】 夏期講習 ６２講座・１９０時間  

 

（３）生活指導  

  教職員が一人一人の生徒に寄り添いながら、生徒が互いに助け合い高め合う集団を形

成する一助となることができた。  

①教員が毎朝登校時の校門観察・指導を行いながら、生徒の規範意識の向上のみならず、

一人一人の生徒の様子を確認しながら、生徒と教員のコミュニケーションを円滑にする

ことができた。  

②主に行事や部活動を通して、生徒の自主性を重んずることにより、本校生徒の良き特

質である「他者への思いやり」を一層高めることができた。  

③挨拶の励行、頭髪・身だしなみ指導、自転車乗車マナー・駐輪指導には一定の成果が

あったが、遅刻防止については課題を残した。  

【目標】 年間遅刻延べ回数  １，５００回以内  
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【成果】 年間遅刻延べ回数  ３，６９８回  

 基本的生活習慣の確立は、充実した高校生活を送るうえで欠かせない。  

④自転車の安全で適正な利用を目指し、警察と連携した安全指導や、スタントによる交

通事故防止啓発の実演指導を行った。  

⑤いじめや問題行動については適宜適切な調査と情報共有を迅速に行い、教育相談委員

会やスクールカウンセラーと連携し適切に対応した。  

⑥日常的なスクールカウンセラーと教員の連携が円滑であり、教育相談機能を高めるこ

とができた。  

⑦インターネット・携帯電話等の適正な利用に関する全校指導を年４回実施した。  

⑧「ＳＯＳの出し方」に関する講演会を生徒対象に実施した。  

⑨今年度も特別支援教育コーディネーターを２名配置し、教育相談等を計画的に実施し、

教育相談機能を強化することができた。  

【目標】 特別支援教育に関する委員会の開催回数  １０回  

【成果】 特別支援教育に関する委員会の開催回数  １０回  

 

（４）特別活動・部活動  

①生徒会活動は、学校説明会の運営や校則見直しのアンケートなど活発な運営を行い、

江東区民まつり、ボランティア活動など地域の活動にも積極的に参加した。  

②実行委員会を中心に、生徒が主体的に取組む体育祭・文化祭・合唱コンクールの学校

行事を再開できた。  

③部活動について  

【目標】 部活動加入率 ９０％以上  

全国大会又は関東大会出場  ３団体以上  

都大会上位（ベスト３２以内）進出  ５団体以上  

 【成果】 部活動加入率 ９９％  

全国大会又は関東大会出場  ３団体（弓道・水泳・アーチェリー）  

都大会上位（ベスト３２以内）進出６団体  

（弓道・水泳・アーチェリー・サッカー・バドミントン・硬式テニス）  

  部活動加入については、兼部も含め高い加入率であった。  

全国大会は弓道部とアーチェリー部の他、今年度は水泳部も出場することができ、学

校内の活性化が大いに進んだ。弓道部においてはインターハイをはじめ、全国大会に３

回出場など高い成果を挙げることができた。学校 HP 等を活用して、活動や実績をさら

に可視化する。  

④文化・スポーツ等特別推薦入試をサッカー部３名募集が定着した。受検者は１５名と

非常に多くの応募者を集めることができた。多くの部活動が上位大会に進出できるよう

にさらに活性化を目指す。  

 

（５）健康づくり  

①総合的な体力向上の目標の一つとした調査結果は以下のとおり。  
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【目標】東京都体力・運動能力調査の体力合計点平均値  全国平均値以上  

【成果】東京都体力・運動能力調査の体力合計点平均値  東京都平均値以上  

②体力向上を目指す行事の一環として、マラソン大会を継続実施した。  

③生徒のアレルギー情報を年度当初早期に共有し、アレルギーに関する基礎知識を確認

した。  

 

（６）募集・広報活動  

①本校を第一志望とする中学生の数を増やすため、本校の教育方針や教育活動の成果等

を積極的に広報できた。  

【目標】学校見学・説明会参加者数 ４，０００人以上  

東京都中学校長会進路対策委員会調査による第一志望生徒数  ４００人以上  

推薦選抜応募倍率  ３．５倍以上、学力選抜応募倍率 １．８倍以上  

【成果】学校説明会参加者数  ３，４００人  （他に毎日対応の学校見学者あり）  

東京都中学校長会進路対策委員会調査による第一志望生徒数  ４３０人  

推薦選抜応募倍率  ２．７倍、学力選抜応募倍率  １．５３倍  

  第一志望生徒数は目標を上回ったが、倍率については目標を下回る結果になった。次

年度に向け原因を調査・分析し解決策を講じていく。  

②全校体制で生徒募集対策活動に取り組んだ。また学校見学会及び学校説明会において

は、運営、進行面で生徒が活躍した内容で実施することができた。  

【目標】 学校説明会等への参加回数  全教職員１回以上  

【成果】 学校説明会等への参加回数  全教職員２回  

③学校見学を５回、授業公開を３回、部活動体験を２回実施した。  

④学校ホームページについて、本年度サイトをリニューアルし、適時適切に発信した。  

【目標】 ホームページ更新回数  １５０回以上  

【成果】 ホームページ更新回数  １５０回  

 

（７）学校経営・組織体制  

①朝の打合せの定例化や企画調整会議の事前調整を活性化し、教職員の参画意欲を高め

た。また、会議内容等の周知伝達を確実に行うことで、職員会議のスリム化を推進した。  

②予算執行におけるセンター執行割合については以下のとおりで、適切な予算執行を実

施できた。  

【目標】 一般需要費のセンター執行割合  ５３％以上  

【成果】 一般需要費のセンター執行割合  ５４％  

③文化・スポーツ等特別推薦入試について、実績を検証することで改善を行った。  


